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非侵襲的陽圧人工呼吸器のマスク装着による医原性褥瘡予防の効果 
～前額部にスポンジ装着を行って～ 
キーワード：ＮＰＰＶマスク装着  医原性の褥瘡 
○板橋知絵（西 4） 隈澄子（西 4） 石井美紀子（皮膚・排泄ケア認定看護師） 













































ポンジサイズ縦 6㎝×横 9㎝×高さ 4ｃｍ、(3)スポ
ンジサイズ縦 6㎝×横 9㎝×高さ 2ｃｍの３パターン
での接触圧を測定する。 














N 病院の A：理学療法士１名、B：作業療法士 1 名、
C：臨床工学技士１名の健常者 3名を対象とした。 
3名とも皮膚アレルギーなし 
ＢＭＩ Ａ：19.82 B：19.13 Ｃ：20.76   












さらに、6×9×4cm より 6×9×2cm の方が前額部、
下顎部の接触圧が共に低値を示した。A のみ前額部、
下顎部の接触圧が毛細血管圧の 32mmＨｇ以上を示し




A   
 左頬 右頬 下顎部 前額部 
スポンジ
なし 
15.8 10.1 39.9 15.8 
スポンジ 
6×9×4 
3.2 6.0 28.4 41.4 
スポンジ 
6×9×２ 
5.2 6.4 39.9 23.1 
B 
 左頬 右頬 下顎部 前額部 
スポンジ
なし 
13.8 3.6 17.5 12.6 
スポンジ 
6×9×4 
0 0 16.6 27.6 
スポンジ 
6×9×２ 
0 0 12.1 17.5 
C 
 左頬 右頬 下顎部 前額部 
スポンジ
なし 
4.1 16.2 8.9 7.3 
スポンジ 
6×9×4 
0 0 11.0 31.3 
スポンジ 
6×9×２ 
0 0 8.5 8.9 
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